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漠
代
遵
軍
兵
士
の
被
服
_こ
つ
い
て

岡

崎
l

地
の
青
年
が
兵
士
と
し
て
こ
の
た
め
招
募
せ
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
｡
史
記
や
漢
書
に
そ
の
あ
ら
ま
し
の
状
態
を
の
せ
て
い
る

け
れ
ど
も
'
連
境
に
あ
っ
た
JJ
れ
ら
兵
士
の
生
野

い
わ
ば
い
か
な

る
衣
服
1

い
か
な
る
兵
静
を
つ
け
'
い
か
な
る
も
の
を
食
い
'
毎
日

を
い
か
に
お
-
つ
た
の
で
あ
る
か
｡
ま
た
そ
れ
が
い
か
な
る
組
織
を

も
っ
て
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
従
来
ま
っ
た
-
不
明
で

あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
か
っ
た
.
と
こ
ろ
が
今
世
紀
の
初
頭
以
来
中

国
西
北
の
料
率
的
賂
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
常
時
の
連
境
防

備
の
遺
債
か
ら
湊
代
木
簡
や
遺
物
が
賛
際
に
出
土
し
た
の
e
t
こ
の

間
の
事
館
が
か
な
-
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
｡

こ
の
場
合
逮
境
と
い
う
の
は
こ
1
で
は
前
漠
か
ら
後
漠
に
か
け
て

旬
奴
と
封
時
す
る
第

7
線
で
あ
っ
た
居
延
'
敦
蛙
の
地
方
を
中
心
と

し
､
遷

西
域
に
封
す
る

表

鷲

で
雪

た
楼
蘭
を
ふ
-
め
て
い

一

ま
の
甘
藷
'
新
彊
省
-
中
国
西
北
地
厚
の
漠
代
遭
既
を
さ
す
こ
と
に

糾

す
る
O

f

旬
奴
と
の
封
戦
が
武
帝
の
西
域
経
営
後
'
次
第
に
持
久
戦
と
し
て

の
態
勢
を
と
る
よ
う
に
な
ゎ
'
こ
れ
ら
連
境
の
地
域
に
中
原
よ
り
多

.～
の
兵
士
が
屯
田
兵
と
し
て
う
つ
り
住
ん
だ
.
そ
の
第

7
線
に
は
蜂

陳
お
よ
び
長
城
が
配
置
せ
ら
れ
､
敦
燈
の
北
方
に
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
ス
タ
イ
ン
卿

(Sir
A
u
r
e
t

S
te
in
)
の
率
い
る
探
検
隊
に
よ
っ

ノヽ

て
二
回
に
わ
た
っ
て
調
査
せ
ら
れ
て
い
も
.
こ
1
か
ら
は
常
時
使
用

し
た
兵
器
什
器
の
外
､
木
簡
が
多
数
採
集
せ
ら
れ
'
こ
れ
に
つ
い
て

)

ノヽ

は

シ
ャ
ヴ

7

ン

Dt
n

(EdotlarJ
C

havam
es)
王
国
推
爾
民
に
よ

3
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つ
て
樺
講
が
こ
1
ろ
み
ら
れ
て
い
る
｡
楼
蘭
は
ス
ヴ
ェ
ン

･･へ
デ
ィ

IH■.ノ4

ン
博
士
が

7
九
〇
七
年
調
査
し
て
い
る
が
､
そ
の
後
ス
タ
イ
ン
卿
の

･
り

調
査
に
よ
っ
て
漠
代
お
よ
び
育
代
の
遺
蹟
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
｡
そ

の
後

7
九
三

〇
-
三
四
年
の
再
回
申
固
西
北
科
挙
考
察
圏
の
調
査
の

際
'
黄
文
弼
氏
が
漠
代
燦
然
や
墳
墓
を
豪
亜
L
t
木
簡
そ
の
他
の
遺

｢■nu
6

物
を
す
-
な
か
ら
す
採
集
し
て
い
る
｡
木
簡
に
は
永
光
五
年
(P
･
C
･

39
)
河
平
四
年

(B
,C
.2
5
)
'
元
延
五
年

(B
,C
.8
)
な
ど
の
前
漠

の
年
故
を
有
す
る
滝
の
が
あ
っ
rて
'
敦
塩
お
よ
び
居
延
漠
簡
と
ほ
!?

平
行
す
る
も
の
が
あ
る
｡

い
ま
我
々
が
主
と
し
て
と
り
あ
つ
か
う
居
娃
漠
簡
は

7
九

三

〇

-
三

7
年
居
延
海
南
方
よ
り
西
北
科
挙
考
察
圏
の
ベ
ル
グ
寸

ン
氏

Eid7

(F
o
tk
e
B

ergm
an
)

7
行
に
よ
っ
て
聾
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

そ
の
木
簡
の
稗
史
は
弊
斡
氏
に
よ
っ
て
聾
行
さ
れ
た
｡
し
か
し
そ
の

出
土
状
態
'
ま
た
は
他
の
遺
物
の
共
伴
関
係
に
つ
い
て
充
分
に
明
ら

か
で
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡

本
稿
で
は
弊
戟
氏

『
居
延
漠
簡
考
樺
』
を
資
料
と
し
て
随
時
敦
燈
'

楼
蘭
聾
見
漠
簡
お
よ
び
遺
物
を
参
照
し
な
が
ら
連
境
兵
士
の
被
服
を

問
題
に
し
た
い
.
こ
の
場
合
湊
簡
は
被
服
の
名
辞
を
つ
た
え
て
も
'

そ
の
形
制
が
明
ら
か
で
な
-
'
ま
た
出
土
の
遺
品
も
必
ず
し
も
漠
簡

に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
同
定
し
う
る
に
い
た
ら
な
い
｡
居
延
漠
簡
の

場
合
'
漠
簡
と
遺
物
と
の
共
伴
関
係
を
論
じ
得
な
い
が
'
将
来
出
土

状
態
や
伴
出
遺
物
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
横
合
も
あ
ろ
う
｡
こ

Eii78

1

で
は
そ
の
際
の
宿
題
と
し
て
メ
モ
を
と
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い

と
思
う
｡

儀

.m
sir
A
urelS
te
in

の
探
検
隊
の
第
二
回
竺

九

〇
六
年
よ
ヱ

九

〇

八
年
ま
で

､
第
三
回
は

1
九

1
三
年
よ
り

1
九

二
ハ
年
ま
で
行
わ
れ
た
｡

第
二
回
の
調
査
は

Serin
d
ia

()92))
'

第
三
回
の
調
査
は

ln
n
er･

m
ost
A
sia
()928
)
に
そ
れ
ん
～
集
録
さ
れ
て
い
る
｡

吻
E
d
o

uardC
h

avan
n
eS
;
Le
s
docum
ents
c
h
in
o
is
d6Couverts

p
ar
A
u
re
l
S
tein
d
an
s
les
sab
tes
d
u
T
u
rk
e
stan
o
ri
e
n
tal
,

O
xford
t
9
1
3
.

こ
れ
は
ス
タ
イ
ン
の
採
集
し
た
敦
娃
お
よ
び
棋
蘭
の
木
簡
の
解
講
で
あ

.
る
0

㈱
王
飼
維

｢
流
沙
墜
簡
｣

7
九
11
四
年

資
料
は

Sir
A
,
Ste
in

の
襲
凋
品
t
E
.
C
havan
n
es
の
前
著
に
の

せ
る
も
の
を
小
串
術
数
方
技
書
と
屯
成
葦
頻
の
二
つ
に
打
か
ち
'
後
者

を
更
に
薄
青
､
嬢
熔
'
成
役
'
薬
給
'
祭
物
､
雑
事
の
大
功
に
わ
け
て

解
説
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
｡

糾
Sve
n

H
e
d
in

の
調
査
採
集
品
は

F
o
)k
e
B

erg
m
an

に
よ
っ
て
生

理
聾
表
さ
れ
て
い
る
｡

F
.
B

ergm
an
;
L
ou
･lan
w

odd
･c
arv
ings
an
d

sm
al
l
p
pd
s

65･-.
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d
is
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S
v

en
H
e
d
in

(B
u
tle
ti
n
N
o
.
7
.
T
he
M
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m
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f
F
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E
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A
n
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u
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S
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㈲

A
.
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;
S
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d
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V
o
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Ⅰ
,
T
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p
.
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A
.
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irl
こ
n
n
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i
a,
V
ol,
I.
T

ext
p
.
)
8
0

㈲

黄
文
弼

｢
羅
布
津
爾
故
古
記
｣
(
中
尉
西
北
料
率
敦
察
国
叢
刊
之

こ

北
京

民
図
三
十
七
年
刊
.

肋

F
.
B
erg
m
an
;
T

rav
e
ls
an
d
A

rch
aeologi
C
al
払

eld
･w
or
k

in

M
o
n
gotia
an
d
H

sin
k
ian
g
,
A
D
iary
o
f

th
e
Y
e
ars
L92
7
-

37

S
tockh
olm
.
)9
45

㈲

こ
れ
に
よ
る
と
木
簡
の
外
に
弓
'
鋼
鉄
'
鎖
斧
'
鎌
'
五
錬
成
そ
の
他

の
襲
掘
遺
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
居
延
漠
筒
は
こ
れ
ら
こ
そ
参
照

す
べ
き
で
あ
る
が
'
い
ま
は
敦
燈
お
よ
び
楼
蘭
出
土
品
を
対
照
し
な
が

ら
記
載
を
す
ゝ
め
る
こ
と
に
す
る
O

二

.

･

い
産

額
の
雪

わ
し
篭

居
延
漠
簡
考
樺
』
諾

壷

二
薄
緑

′
器
物
類
の
候
か
ら
連
境
兵
士
の
被
服
に
関
す
る
資
料
を
あ
げ
て
み
よ

ノヽ

う

～0
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田
卒
准
陽
郡
長
卒
業
陽
里
公
士
男
尊
年
廿
七

棚

蒜

院

議

貫
賛
取

田
卒
昌
邑
囲
宜
年
公
士
卿
奉
徳
年
廿
三
･

砲
1
額

臭
履
1
南

軍
衣

一
朝

辞

1
両

田
卒
昌
邑
固
郡
成
果
公
士
暴
卿
之
年
廿
四

鞘
か
増
額

船
諾

繭

田
卒
准
陽
郡
長
平
二
里
公
士
李
休
年
廿
九

71九
･
B
O

書

W
･
F
O

畠
O
W
･
四
大

蕪
7
飼

犬
綿

蒋

私
紬

綱

目
取

畠
O
W
l
･
畠
田

78

1

両
奉
昌
邑
図
郡
艮
里
公
士
費
塗
八
年
甘
辛

′

砲
1
両

裏
腹
1
両

.
畢
衣

一
雨

袴

1
両

2

田
卒
准
陽
郡
長
平
南
画

里
相
□

□
十
二
年
己
巳
出

砲
1
領

犬
純
7
両

襲

-
顔

1
九
･
実

一
九
･
酔
!

11213日リ
田
牢
推
陽
郡
長
平
容
里
公
士
鍵
緒
年
非

望

犬
綿
-

介
史
貫
賛
取

持

1

田
卒
准
陽
郡
長
辛
口
□
里
王
ロ
ロ
年
升

舶

蒜

綴

蒜

賞
賛
取

絹
か
増
額

槻
諾

繭

.

田
卒
准
陽
郡
長
平
北
朝

里
公
士
李
宜
年
廿
三

讐

犬
綿
1

賞
賛
取

袴

一

田
卒
准
陽
郡
長
平
東
洛
愚
公
士
尉
充
年
升

納

品

誤

聖

箪

品

田
卒
准
陽
郡
長
平
市

陽
里

公
士
宋
連
年
廿
二

襲
1
領

賞
賛
馬
取

田
卒
推
陽
郡
長
平
北
利
里
陳
世
年

廿
三

.

納

品

絞

蒜

貫
奪
取

皇
O
nf
･
四
大

き

れ
二

〇

雪

･
望

.

苦

九
･
ニ

66

芭

九
･
水

貫
賛
取

苦

九
･
招

き

九
･]
珂

4
1
0
･
T)K



259

14

田
卒
涯
陽
郡
長
平
二
重
公
士
雲
象
年
甘
三

･

襲
7
飯

賞
賛
馬
取

15
.

6円17日U

襲
一
領

尭
履
一
雨

神
衣

辞
一
雨

田
卒
昌
邑
固
郡
塞
里
公
士
包

建

襲
1
額

素
履
一
南

軍
]
額

砕
1
両

.?

田
卒
推
陽
郡
嵩
堂
邑
里
上
達
避
徳

早
紗
復
砲
一
顧

豊
二

練
復
□
□
1

口
約
7

牛
革
拓
7
両
.

各
懸
官
門
給

空
一千
三四

五
二
Tl･11(

空
三
･呈○

空
畠
･蓋

臭
非

一
両

常
庸
二
爾

23

執
胡
麻
卒
長
寿
果
張
敬

衣

一
緒

1
履
維

吾
六
･ntO

書
方
央
一

819102

童
□
口
各
1

踊
謂

撃

領

(d
E)

●
戊
卒
南
郡
板
見
解
里

何
槌
利
衣
麦

戊
卒
解
除
郡
定
陶
池
上
里
見
図

宍
九
･品
上

宝
六
･7

至
{
･八

24

□
曲
口
□
亭
卒
第
十
五
草
書
平
里
陳
尊

25

□
□
里
蘇
置
年
七
品

競

仙

26

魂
華
果
大
夫
曹
口

早
布
復
砲

一
簡

単
布
軍
神
衣

一
領

練
復
襲
襲

7
領

卑
布
復
跨

7
爾

鼻□襲
履純一
領空
●
*

両帝

完 琴●
E苗

70
7･童

27

□
□
嫌
長
葦
帽

願願懸願願
官官官官｣七
衷皐早草稿
布裏口布
領縛二襲砲
不-,両一一
閣繭-額[コ
七領四[コ
斤 斤三
四斤
領

謂

甥

･.7

懸
官
ロ
ロ

願
官
草
履
二二両二
両両 帝

□
口
繕
直
五
百

口
火
八
積
居
官
砲
直
五
首
然
卒
張
侶

Eg
客
切
情

負
□
三
年
主
□
□
□

7
直
鎖
五
首
□
i

負
第
二
卒
虞
□
布
複
袴

一
恵
□

負
口
□
年
俸
勝
復
禰

1
直
Eg

.ニ宅
･7g

67

2221

戊
卒
南
陽
宛
叩
毒
里
□
□
口
早
絹
衣

7
□
月
□
亥
白
取

肝
陽
戊
卒
日
尉
里
王
桂

衆
袷
裏
口

7
領

早
布
複
砲

1
領

国
卑
邪
神
衣

一
領

･
早
布
複
袴

1
領

畢
〕九
･夷
二八
･)a

829203
寄
速
候
史
李
敦
之

触
霜

舛
納
鯛
斯
納
品

蒜

筈

凡
蒜

口

蓋
八
･七

第
弗
四
卒
呂
護
買
布
復
砲

7
額
直
四
百
叉
従
部
卒
李
息
男
卑
布

田

莞
･一

建
始
□
□
十
二
月
十
七
日
張
Cg
晋
練
復
帝

7
億

二
月
五
日
□

帝
長
方
取

l

一

塁
{
･110(面
)

量
水
･ニ0(管
)
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31

呂

既

寓
言
五
月
中
旬
聾

等

復
砲

7
領
苧

八
品

E
jf

呂

責

諾

㌔

鯛
相
当

居
珊

蛇
緊

軸
約

二実
･二八

32

一
緒
復
襲
布
復
祷
布
単
相
袖
各

7
領
葦
畢
袴
布
憶
草
履
某
履
各

(正
)
月
書
(符
)
用
鏡
十
時
在
穿
候
史
張
子
卿
戊
卒
杜
息
知
巻
的

八
二
･三四

33

官
章
畢
衣

一
領

官
布
尭

7

私
葦
革
袴

7
両

官
布
複
跨

1
両

官
某
履

1
両
領

私
布
嚢

一

宮
□
二

口

口
活
(穿
)
二
斗

(反
面
)

72
戊
卒
河
東

層束
邑
里

張
奉

上

卑
布

鞄1
額

出

自
棟

へ裳)
砲

]
領

出

皐
布

翠
衣
1
領

出

早
布

縛
一雨

出

狗倫樋
布 行

壁_級

両所

日出出

T
.
vi.b
.i.
)9)

T
.
vi
.b
.i.)54

□
□
□

34

贋
複
砲

一
領

一
領

破
蓋

1
傍

白
布
巾

1

単
複

白
布
革
袴

7
両

右
在
貰
中綿 苑

爾
白
白布
草 衿
履禰

爾領

ミヤ
三〇

白
布
畢
衣

●
右
在
官

ニOK
･11111

79

李
龍
文
袖

1
領
直
二
百
八
十
七
襲

一
領
直
四
百
五
十
T
.
vi
.
b
.i.
5
6

351

-
-
中
陽
里
大
夫
呂
年

～

35

布
複
砲

1
領

ロ
ロ
百
日
取
-
□
□
一

布
複
砲

一
領

口
□
□
自
取

布
純
一
爾南

尭
履

一
雨

英

一
白
取

萱
十
月
辛
酉
取
1

□
□
望
虜

享
三
･一九

布
復
衣

一
領

□
復
襲

一
領

某
履
-
-
-

T
.x
iv
.ii.
85

敦
塩
附
近
か
ら
ス
サ
イ
ン
の
蔑
見
し
た
も
の
に
も
ほ
ゞ
同
時
期
'

同
形
式
の
木
簡
が
あ
る
｡
こ
の
中
の
被
服
関
係
資
料
を
次
に
か
1

げ

nrHu2
る
｡

I

42

両
帝
二
年
十
月
甘
六
日
陵
胡
隊
長
陸
仲
□
買
卒
寛
意
布
鞄

7
領

値
□
千

T
･v
i･b
･i･
42

43

紳
欝
二
年
十
月
廿
六
日
最
漠
願
廿

(鄭
)
虫
男
子
(節
)
寛
恵
布

砲

一
陵
胡
除
長
張
仲
(孫
)
用
貫
鏡
千
三
百
(不
)
(秦
)
(
正
)
(月
)

ロ
ロ
口
重
□
□
□
□
□
□
(正
面
)

レ

さ
て
以
上
の
木
簡
に
あ
ら
わ
れ
た
被
服
は
田
卒
､
戊
卒
'
亭
卒
な

ど
の
給
輿
を
し
め
す
も
の
が
大
部
分
で
'
な
か
に
は
燃
長
'
候
史
な

ど
の
名
前
が
み
え
る
が
'
こ
れ
は
兵
卒
と
の
被
服
費
買
関
係
を
し
め

す
文
書
で
あ
る
｡

居
延
簡

l
I
17
は
田
卒
の
'

18
-
22
は
戊
卒
の
'
24
は
亭
卒
の
被

服
の
7
組
を
し
め
L
t
敦
蛙
簡

72
は
成
卒
の
そ
れ
で
あ
る
.
こ

と
に

l
!
16
は
ほ
ゞ
相
似
た
書
式
を
し
め
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､

印兵

卒
の
種
類
'

㈲出
身
郡
国
運
'
廟
欝
'

㈲姓
名
､
'㈲
年
令
'
㈲
被
服

の
形
で
あ
-
'
最
後
の
も
の
は
官
給
の
被
服
で
あ
ろ
う
.

｢
自
取
｣

- 68-
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と
あ
る
の
は
本
人
自
身
で
う
け
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
L
t

｢
介
史

貫
賛
取
｣
｢貫
賛
取
｣
｢貫
賛
馬
取
｣
と
い
う
の
は
准
陽
郡
の
も
の
の

み
み
え
'
本
人
の
か
わ
-
に
貫
費
と
い
う
八
が
う
け
と
っ
た
の
で
あ

ろ
ぅ
.
賞
賛
の
名
が
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
'
推
陽
'
昌
日登

1

郡
国
の
名
と
書
式
の
同

1
な
る
こ
と
'
ま
た
原
簡
番
班
の
相
近
き
も

の
の
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
t
l
1
16~
ま
で
の
筒
が
ほ

同ゞ

時
の
簡
で
あ
る
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
と
思
う
｡
と
こ
ろ
が
こ

の
筒
と
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
衆
の
筒
が
知
ら
れ
て
S
る
.

-
｢
-
(司
)
鳥
長
史
郎
吏
卒
民
屯
士
亡
者
具
署
郡
'
願
'
名
'
姓
'

長
物
'
色
'
房
'
衣
服
'
斎
操
'
初
亡
年
月
日
'
人
数
'
白
報

輿
病
己
●
護
案
屠
丞
始
元
二
年
成
田
卒
千
五
百
人
鶏
群
馬
田
宮

罵
琵
渠
廼
正
月
己
酉
准
陽
郡
･･･'･･･

芸
7･T七
n70
W
･

7立

こ
れ
は
吏
卒
の
死
ん
だ
際
報
肯
す
べ
,き
書
式
と
始
元
二
年
に
成
田
卒

､

が
千
五
百
人
あ
っ
た
こ
と
'
ま
た
准
陽
郡
な
ど
の
兵
士
が
す
b
に
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
連
境
の
兵
士
は
こ

の
簡

の
書
式
つ
ま
り
1
1
16
の
書
式
の
形
b
掌
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
'

)3

こ
れ
が
兵
籍
と
と
も
に
被
服
供
輿
の
賓
際
を
し
め
し
､
叉
'
死
亡
'

逃
亡
な
ど
の
事
故
の
際
は
こ
の
書
式
で
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
吏

ELu4

卒
の
名
簿
は
そ
の
名
辞
を
し
め
す
簡
が
の
こ
つ
て
い
る
が
'

1
-
1

は
吏
卒
被
簿
の
断
簡
と
も
辞
す
べ
き
も
の
b
あ
ろ
う
.
始
元
二
年
の

木
簡
は
五

1
三

･
1
七
お
よ
び
三
〇
三

･
一
五
の
番
壁
が
附
さ
れ
て

.iiFLO

い
る
J
こ
の
原
簡
番
故
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
出
土
地
鮎
と

遺
物
番
牧
を
意
味
す
.石
な
ら
ば
､
前
引
推
陽
郡
'
昌
邑
観
出
身
田
卒

の
簡
忙
五

1
三

(
S
.Its)
お
よ
び
三
〇
三

(
4
･.5
･
6
･･7
)

の
番
壁
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
.
こ
の
始
元
二
年
を
た
ゞ
し
い
と
す

れ
ば
'

こ
れ
ら
の
資
料
を
始
元
二
年

(B
.C
.8
5)
ご
ろ
'_
す
な
わ

ち
前
漠
昭
膏
の
初
年
ご
ろ
に
あ
て
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
1

に
あ
ら
わ
れ
る
兵
卒
の
種
類
は
田
卒
'
戊
卒
'
亭
卒
で
あ
る

が
､
居
延
湊
簡
に
は
そ
の
他
河
菜
卒
･魔
卒
の
類
が
あ
り
'
ま
た
別
に

騎
史
の

一
群
が
あ
る
｡
い
ま
そ
の
出
身
地
別
に
な
ら
べ
て
み
た
の
が

第

7
表
で
あ
る
.
戊
卒
､
田
卒
'
河
渠
卒
'
亭
卒
は
つ
ま
り
燦
然
警

備
'
ま
た
は
屯
田
の
兵
卒
CJ
あ
り
t
,S
わ
ぼ
歩
兵
で
あ
る
｡
こ
の
出

身
地
は
山
東
'
河
南
の
中
原
内
地
で
し
め
ら
れ
て
い
る
.
郡
図
で
い

え
ば
推
陽
郡
'
昌
邑
観
'
汝
南
郡
'
魂
郡
な
ど
が
数
多
-
あ
ら
わ
れ

る
｡
こ
れ
に
封
し
騎
士
は
昭
武
'
底
地
'
顛
実
'
居
延
願
を
は
じ
め
t

.1■J6

す
べ
て
輩
液
郡
払
身
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
.

漢
書
宣
帝
本
紀
に
よ
る
と
紳
欝
元
年

届
･C
,
6))
四
月
後
将
軍
避

充
図
'
襲
撃
将
軍
許
延
幕
を
つ
か
わ
し
て
西
尭
征
伐
を
行
つ
た
が
'

69--
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第-表 居延葉蘭にみえる兵士の出身地
｢
三
輔
中
都
官
徒
弛
刑
'
及
鷹
寡
欲
飛
射
士
'
羽
林
孤
兄
'
胡
越
騎
'

三
河

･
萌
川

･
柿
郡

･
准
陽

･
汝
商
材
官
'
金
城

･
鹿
西

･
天
水

･

安
定

･
北
堆

･
上
郡
騎
士
､
蒐
騎
｣
を
動
員
し
て
金
城
に
い
た
っ
た
｡

超
充
囲
侍
で
は
こ
の
際
売
国
は
騎
兵
の
使
用
が
多
大
の
出
費
を
と

●
●

●

も
な
う
こ
と
を
指
摘
し

｢
願
罷
騎
兵
'
留
地
利
廠
募
及
准
陽

･
汝

●南
歩
兵
輿
吏
士
春
雄
寄
合
凡
高
二
百
八
十

1
人
｣
と
の
べ
'
屯
甲

の
計
を
奏
上
し
て
い
る
｡
ま
た
推
陽

･
汝
南
の
歩
兵
の
名
が
み
え

る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
｡

居
延
に
お
S
て
は
史
記
武
帝
紀
に
は
太
初
三
年

(B
,C
,
iO2)

｢
強
考
都
尉
路
博
徳
築
居
建
｣
と
み
え
て
い
る
が
'
居
延
簡
に
お
い

て
始
元
二
年

(B
.C
.00
Ⅵ)
に

｢
成
田
卒
千
五
百
人
｣
と
み
え
る
｡

▲一▼
こ
の
際
す
で
に
准
陽
郡
の
名
が
み
え
る
が
'
党
に
あ
げ
た

.1
-
16

の
木
簡
が
こ
れ
と
は
ゞ
ち
か
い
も
の
と
す
れ
ば
'
避
充
図
の
屯
田

の
計
の
前
に
す
で
に
推
陽
郡
出
身
の
青
年
が
お
-
り
こ
ま
れ
て
い
､

一

た
の
b
あ
る
O*

*

*

*

以
上
の
説
明
誓

は
じ
め
に
あ
げ
た
も
の
は
お
お
む
ね
中
原
内

地
出
身
の
歩
兵
つ
ま
り
田
卒
'
戊
卒
な
ど
の
服
装
を
し
め
す
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
.
そ
の
被
服
は
官
給
品
CJあ
っ
て
'

個
人
所
有
の
も
の
は
と
Y
に

｢
私
｣
と
こ
と
わ
つ
て
い
る
?
こ
の
間

niZl
ワ一

の
慣
別
は
明
確
で
な
い
が
'
兵
卒
と
黙
長
そ
の
他
と
互
い
に
章
買
し

た
例
が
少
-
な
い
.
で
は
こ
れ
ら
の
被
服
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

_70-



263

か
衆
節
℡
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

ヽ

鼓川
居
延
簡
の
上
に
附
し
た
香
焼
は
本
稿
の
記
載
を
便
な
ら
し
め
る
た
め
任

意
に
附
し
た
番
餅
で
あ
り
'
下
の
番
鱗
は
穿
徐

『
居
延
漠
簡
考
樺
』
稗

文
之
部
に
附
す
原
簡
春
暁
で
あ
る
.

物
故
塩
筒
の
上
に
附
し
た
番
験
は

E
.

Chavann
eS
の
著
書
に
附
し
た

番
鍵
'
下
の
番
餅
は

Sir
A
･

Ste
in
の
敦
燈
に
わ
け
る
達
磨
遺
物
香

鱗
で
あ
る
｡

官
襲

一
領

鎗
二
盲
廿

偶
成
卒
若

安
望

母
封
建
票

死
桁
諾

南

-

雲

五
菜

月

庚
牛
病
居
□
令
史
□
史
廿
四
ロ
ロ
ロ

宍
q
･壷

糾
有
水
侯
官
関
係
の
も
の
と
し
て
は
○
元
康
三
年
轟
四
年
九
月
戊
卒
簿
'

有
水
侯
官
元
康
五
年
五
月
郵
卒
画
面

が
あ
り
'
甲
渠
候
官
関
係
の
も
の

と
し
て
は
居
延
甲
巣
候
官
本
殆
三
年
正
月
轟
三
月
吏
卒
賦
名
簿
'
甲
集

甲
骨
建
始
二
年
正
月
部
卒
名
簿
'
甲
渠
侯
官
居
梼
二
年
三
月
吏
卒
廉
名

簿
が
あ
る
｡
ま
た
甲
渠
高
歳
候
長
就
部
五
鳳
四
年
十
月
戊
卒
被
簿
'
北

部
候
(
永
)
光
三
年
六
月
卒
廉
名
簿
､
呑
達
部
五
鳳
四
年
戊
卒
被
□
簿
さ

ら
に
第
廿
三
隊
倉
河
卒
四
年
十
月
吏
奉
廉
名
簿
'
第
廿
二
徐
受
な
る
簡

が
あ
り
'
仮
骨
'
部
'
博
に
い
た
る
ま
で
帳
簿
が
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
帳

簿
Iは
鏡
穀
の
出
入
'
守
御
器
な
ど
各
種
が
ぁ
っ
て
､
各
候
官
'
倹

･
様

が
こ
れ
に
よ
っ
て
む
す
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
関
係
を
知
る
こ
と
が
出
奔

る
｡
努
徐
の
簿
銀
と
し
て
収
め
た
木
簡
の
大
部
分
は
賓
は
こ
の
断
簡
に

ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
'
そ
の
復
原
的
研
究
が
第

1
に
要
求
せ
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
｡

㈲

三
〇
三

･
三
九
'
五

二
三
･
二
三
は

｢
延
専
連
木
初
三
年
申
叉
以
負
席

†
_-I
.-
･
･･ぎ

l1

1-l
l
_
ー
_ーI
.1

1-

_..‥
.ll.1.I-..l√t
...J'～
J.1t_=
1

.tIl･････-
ll

..田教
痩
延
寿
輿
口
供
衆
田
事
己
｣
と
あ
る
｡
太
初
三
年

(B
.C
,
)
02

)

は
史
記
武
帝
紀
に
よ
れ
ば
路
博
徳
が
居
延
を
築
い
た
年
で
あ
る
｡

た
ゞ

し
こ
の
簡
の
栂
年
と
は
な
ら
な
い
｡
三
〇
三

･
五
お
よ
び
三
〇
三

･
三

〇
に
は
元
鳳
三
年

(B
,.C
,
7
8
)'
三
〇
三

･
1
二
は
元
鳳
三
年
十
月
の

.
年
額
が
あ
り
三
〇
三

･
四

7
に

｢
元
鳳
六
年
六
月
壬
寅
朔
□
索
伯
令
史

母
憂
｣
(B
,
C
.
75)
と
あ
る
｡
叉
三
〇
三

･
1
八

｢
詔
黄
塵
候
章
聾
卒

日
持
棋
蘭
王
政
詣
敦
坦
留
卒
十
人
女
等
二
人
留
守
置
｣
と
い
う
筒
が
あ

り
'
漢
書
昭
帝
紀
お
よ
び
西
域
侍
に
碑
蘭
王
の
政
を
切
っ
て
長
安
に
お

く
つ
た
の
は
元
鳳
四
年
の
こ
と
で
あ
る
｡
お
和
む
ね
昭
帝
代
の
筒
が
か

た
ま
っ
て
い
る
｡

㈲

曲
文
子

『
補
湊
兵
志
』
長

女
の
如
-
い
っ
て
い
る
C

｢
大
抵
金
城
､
天
水
'
瀧
西
'
安
定
'
北
地
'

河
東
'

上
兼
､
上
郡
多

騎
士
'
三
河
'
弼
川
'
滞
郡
'
港
陽
､
汝
南
多
材
官
'
江
溌
以
南
多
樟

舶
士
'
其
輿
単
量
地
遠
近
'
若
宜
帝
以
怖
郵
'
准
陽
'
汝
南
征
西
美
'

蓋
罷
民
兵
｡
｣

材
官
の
性
質
に
つ
い
て
は
大
庭
借

｢材
官
故
L
I
薬
代
兵
廟

の
1
斑
に

つ
い
て

(龍
谷
史
壇
第
三
十
六
鱗
昭
和
二
十
七
年
)
を
参
照
｡
ま
た
夢

斡
氏
に

｢
漢
代
兵
制
及
湊
筒
中
的
兵
制
｣
(閲
立
中
央
研
究
院
歴
史
琴
首

研
究
所
集
刊
第
十
本
民
図
三
十
七
年
刊
)
が
あ
る
｡
第

1
表
の
作
製
に

あ
た
り
藤
枝
晃
助
教
授
の
御
協
力
を
得
た
こ
と
を
銘
記
し
た
い
｡

桝

夢
徐
は
こ
れ
を
燃
長
'
候
長
は
多
-
藩
邸
の
人
で
'
衣
物
を
東
る
の
は

お
お
む
ね
山
東
萄
漠
の
人
で
あ
る
か
ら
'
そ
の
間
に
お
け
る
変
易
を
考

.
え
よ
う
と
し
て
い
る

(夢
幹

『
居
在
寮
簡
考
帝
』
考
欝
之
部
)
0

71
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三

1
-
16ま
で
居
延
簡
に
よ
る
と
襲
'
砲
､J
畢
衣
'
袴
'
締
'
層
が

一
組
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
外
に
席
'
柏
禄
の
名
が
み
え
'
ま
た
別

Eid1

に
轟

(33

･
35
)
が
あ
る
｡
し
か
し
も
っ
と
も
共
通
な
も
の
は
前
の

一
組
で
あ
る
｡
い
ま
次
に
そ
の
個
々
の
解
説
を
こ
1
ろ
み
よ
う
｡

襲

『
樺
名
』
樺
衣
服
に

｢
褐
襲
也
'
覆
上
之
言
値
'
叉
留
幕
北

異
州
入
所
名
'
犬
摺
下
垂
膝
者
｣
と
み
え
'
袴
と
同
番
と
し
て
い
る
.

『
急
就
籍
』
相
の
字
の
顛
師
盲
の
注
に

｢
相
重
衣
之
最
在
上
音
'
其

形
著
砲
'
短
身
而
炭
袖
｣
と
み
え
る
O
王
国
経
は

｢
儀
薩
｣
士
喪
蔭
.｢■り

鄭
玄
注
な
ど
を
ひ
い
て
襲
と
相
が
同
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
奪

藻
簡
中
に
は
た

ゞ
し
相
の
名
は
あ
ら
わ
れ
な
い
.
お
お
む
ね
製
と
袴
'

聾
と
砲
と
袴
が
-
み
あ
わ
さ
れ
'
ま
た
敦
蛙
簡

(79
)
の
よ
う
に
砲

の
値
が

義

二
百
八
十
七
に
勤
し
,
聾
は
四
百
五
十
で
あ
り
.･

上

衣
で
あ
る
こ
と
)
.ま
た
外
衣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
d
Et
維
'
嚢

の
襲
が
あ
る
が
'
そ
の
筈
際
は
い
ま

1
つ
具
体
的
で
な
い
｡
関
東
州

Eid3

営
城
子
漠
墓
壁
書
に
み
る
兵
卒
像
'
東
京
大
挙
工
畢
部
蔵
喜
像
石
第

ノヽ4

五
石
田
猟
の
囲

(第

7
園
)
に
み
え
る
兵
卒
の
上
衣
の
如
き
を
想
像

す
れ
ば
'一
師
苗
の
注
に
ち
か
い
も
の
に
な
る
｡

鞄

『
浮
名
』
転

は

｢
砲
者
丈
夫
著
'
下
至
附
者
o
袖
竜
也
O
奄

内
衣
L

と
み

え
る
.｡

内
衣

と
し
て
襲
の

し
た
匹
着
た

も
の
で
あ
ろ

う

｡
｢
吊
｣

｢
布
｣

｢紗
｣

な
ど
を
材
料

と
す
る
｡

袴

袴
は
あ
ほ
く
は

綿
に
つ
-
つ
て
ゐ
る
｡

『
訣
文
』
に
は

｢繕
艦

衣
也
｣

と
み
え
'
『

樺

名
』
に
は
｢袴
跨
也
.
爾

股
各
跨
別
也
｣

と
み
え

る
｡
ズ
ボ
ン
状
の
下
表

で
あ
る
｡
材
料
と
し
て

節-卸 辛 と袴 (左)某大工畢部蔵査像石 (右)南清洲替城子古墳壁妻
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｢
布
吊
｣
｢草
L
が
あ
る
O

'史
記
旬
奴
侍
に
申
行
説
が
旬
奴
が
藻
の
風



｢

打

る
の
を
蔓

｢
其
得
襲

以
筆

耕
中
､
衣
袴
皆

弊
'
以
硯
不
如
旅
装
堅
善
也
｣
と
み
え
､
旅
装
の
衣
袴
の
あ
る
こ
と

を
い
っ
て
い
る
｡
カ
ズ
ロ
フ
探
検
隊
の
調
査
し
た
北
蒙
古
ノ
イ
ン
･

Eid5

ウ
ラ

(N
oin･U
ta)
古
墳
か
ら
は
毛
織
の
袴
が
出
て
い
る
｡
こ
れ
は
長

さ

二

四
糎
を
は
か
る
が
恐
ら
-
漠
代
北
方
族

-
旬
奴
-
の
袴
で
あ

｢
神
衣
言
無
裏
也
｣
と
み
え
'
『

証
文
』
に
は

｢
碓
衣
不
重
｣
と

る
｡
『
樺
名
』
に
は

｢
剤
州
謂
硝
衣
日
布
帽

亦
是
也
'

相
補
言
其
相

禎
宏
裕
也
｣

と

い
う
｡

｢
方
言
｣

で

は

｢
禍
篠
江
准
南
楚
謂
之
相

裕
'
自
閉
以
謂
之
相
補
'
其
短
者
謂
之
短
禰
｣
と
い
う
｡
『
急
就
篇
』

顔
師
苗
注
に

｢
禍
袖
直
視
碓
衣
｣
と
説
明
し
て
'
畢
衣
と
相
欄
が
同

ろ
う
｡
黄
文

弼
氏
は
楼
蘭

燦
然
中
か
ら

出
土
し
た
肺

織
の
袴
形
品

(
第
二
囲
)

Eid6

を
紹
介
し
て

い
る
｡
長
六

八

･
〇
糎
こ

第二固 楼蘭茨代蜂倦出土

被服類(上)袷 ?(下)履

義
C,あ
る
場

合
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
｡

努
斡
氏
は
相

は
短
く
､
相

橡
は
長

い
も

･

の
で
､
其
の

源
は

一
で
あ

/つ
た
と
考
え

73
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れ
を

合
梢
禅
と
よ
ん
で
い
る
｡

長
さ
が
短
い
か
ら
袴
と
は
い
え
ぬ

か
も
し
れ
な
い
が
'

袴
の
形
制
を

伺
う
に
足
る
｡

前
引
営
城
子
壁

書
や
董
像
石
か
ら
も

袴
を
は
い
て

い
る
と
こ
ろ
を

伺
え
る
で
あ
ろ

う

○置
衣

･
緒
論

畢
衣
は
碓
衣
と
も
か
い
て
い
る
｡

『
樺
名
』
に
は

て
い
る
｡

緑

『
樺
名
』

に

｢
祇
末
也
'
在
脚
也
｣

と
あ
-
'
『
証
文
』
に
は

｢
機
足
衣
也
｣
と
あ
る
｡
｢
准
南
子
｣
詮
林
訓
に
は

｢
鈎
之
締
也
'

一

端
以
薦
冠
'

1
端
以
薦
締
､
冠
則
戴
致
之
'
紙
則
塵
履
之
｣
と
み
え

る
｡
漠
簡
中
配
列
の
順
よ
-
い
っ
て
も

｢
靴
下
'
足
袋
｣
に
相
嘗
す
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る
も
の
で
あ
る
.
｢
布
L

製
品
で
あ
り
'
屡
を
は
く
に
あ
た
り
'
先

ず
練
を
は
-
の
で
あ
る
｡
敦
蛭
石
童
尊
兄
唐
天
賛
年
間

『
豆
慮
軍
防

Eii!

人
官
給
衣
服
原
簿
頚
管

に
よ
れ
ば
鞍
の
字
を
用
い
て
い
も
.

履

『
方
言
』
.忙
′｢
耕
作
謂
之
履
｣
と
み
え
る
.
は
き
も
の
で
あ

る
｡
漠
簡
に
は
素
履

･
某
履

･
草
履
の
名
が
み
え
'
そ
の
内
某
層
の

名
が
も
っ
と
も
多
い
.

某
は
麻
C,
あ
り
'

苦
ら
ぬ
も
の
'

後
世
牡

lid

麻

･
花
麻

･
苧
麻
と
よ
ぼ
れ
る
も
の
CJ
あ
pQQ
.
こ
の
履
の
茸
際
は
前

述
の
被
服
が
不
明
で
あ
る
の
に
反
し
て
多
-
知
り
得
ら
れ
る
｡
敦
蛙

り

10

長
城
地
帯
か
ら
は
ス
タ
イ
ン
が
'
楼
蘭
か
ら
は
ス
タ
イ
ン
お
よ
び
黄

qiZl一･▲
1

文
弼
氏

(第
二
圏
)
が
蔑
見
紹
介
し
て
い
る
｡
敦
塩
長
城
地
帯
で
聾

見
さ
れ
た
も
の
で
も
つ
と
も
多
い
の
は
麻
糸
.(h
e
m
p
)

で
あ
ん
だ

も
の
で
'
底
に
山
羊
の
皮
や
フ
ェ
ル
ト
を
も
っ
て
し
た
も
の
が
あ
る
｡

(T
,lviii,002)
楼
蘭
か
ら
も
麻
製

(hem
p)
の
も
の
が
知
ら
れ
て

い
る
｡
ス
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば

h
e
m
p

は
現
在
タ
リ
ム
下
流
で
も
み

FHu
2

ら
れ
る
と
い
ち
.1

こ
の
も
っ
と
も
多
-
採
集
さ
れ
て
ゐ
る
麻
糸
織
の

は
き
も
の
が
某
屡
に
あ
た
る
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
｡

*

*

*

*

以
上
の
被
服
の
名
稗
は

『
方
言
』
に
よ
っ
て
検
す
る
と
閲
の
束
西

こ
と
に
蹄
の
西
の
こ
と
ば
で
説
明
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
｡
こ
の
こ
と

は
器
物
'
兵
羊
CJ
も
同
じ
こ
と
が
S
え
る
よ
う
で
あ
る

(第
二
表
)
O

鱒二表 漠簡にあらわれる

器物名稀の方言

失

戦
国
の
分
裂
の
あ
と
を
う
け
て
'
旗

代
に
な
っ
て
も
地
域
を
異
に
す

れ
ば
同

1
の
も
の
C,も
臭
っ
た
稀
呼
で
よ
ぼ
れ
る
こ
と
が
す
-
な
-

な
か
っ
た
｡
楊
雄
の
編
と
い
わ
れ
る

『
方
言
』
と
い
う
書
物
の
存
在

理
由
の
.7
つ
は
こ
1
に
あ
っ
た
｡
兵
卒
の
出
身
地
が
帝

･
魯
の
聞
'

ま
た
は
江
涯
の
間
が
多
い
が
被
服
'
兵
器
の
稀
呼
が
そ
の
地
方
の
稀

呼
で
な
-
長
安
を
中
心
と
す
る
関
西
の
稀
呼
で
帳
簿
が
統

一
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
こ
と
と
潜
も
わ
れ
る
｡

こ
れ
ら
の
衣
服
は
官
給
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
'
私
有
晶
は

｢
私
｣

を
わ
ざ
-

つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
が
t
C,
は
ど
こ

で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡

- 74-
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襲
八
千
四
百
領
､
締
八
千
四
首
領
'
在
六
月
甲
辰
'
通
日
常
幸

甫
六
千
八
百

竺
･忘

と
み
え
る
よ
う
に
､
襲
緒
は
八
千
四
百
と
い
う
大
量
が
翰
迭
さ
れ
て

い
る
.
こ
の
か
き
方
で
み
る
と
､
襲
縛

7
姐
の
制
服
で
あ
る
｡

漠
簡
中
に
兵
器
'
静
物
に
あ
き
ら
か
に
中
原
の
製
品
た
る
こ
と
を

し
め
す
も
の
が
あ
る
｡

た
と
え
ば
敦
煙
筒
に
よ
る
と

39

杜
充
□
刀

二
刀

鼻
緑
双
翼

寛
不
礎
権

元
康
三
年

南
陽
工
官
造

40
□
刀

二
刀

鼻
練
匁
麗

監
不
慣
性

沖
欝
元
年
寺
工
造

l

紳
欝
四
年
拝

眉

二
刀

T
.
vi.
b.i.
)

神
算
四
年
繕

膚

二
刀

T
.v

i.b
.i.
)
0

名
が
注
さ
れ
て
い
る
｡
臨
潤
の
方
は
重
曹
元
帝
紀
初
元
五
年
李
斐
注

に

帝
国
葛
有
三
服
之
官
'
春
厳
冠
障
､
練
馬
首
服
'
執
素
冬

服
'

軽
補
馬
夏
服
凡
三
｡

と
い
い
'

元
帝
の
初
元
五
年

(B
･C
.･
44)
に
緊
縮
政
策
に
よ
っ
て

慶
止
さ
れ
て
い
る
の
b
.
主
と
し
て
宮
廷
用
の
綿
吊
を
患
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
Q
し
か
し
居
延
筒
中

｢康
漠
郡
｣

｢
河
内
郡
｣
の
布
烏
た
ノ

る
を
し
め
す
も
の
が
あ
-
'
敦
塩
尊
兄
絹
布
に

｢
佳
境
囲
｣
の
経
の

墨
書
が
あ
る
も
の
が
あ
-
'
布
吊
の
形
で
､
も
た
ら
さ
れ
'
下
絵
ま

た
は
貸
質
さ
れ
た
様
子
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
｡

75

Jru31

と
み
え
て
盾
は
南
陽
工
官
､
考
工

(寺
は
考
の
あ
や
ま
わ
か
9
･)
の

達
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
居
延
簡
中
に

出
四
百
冊
郡
部
銚
二
枚

責
･克

銚

(
農
具
)
に
耶
即
製
品
の
も
の
が
あ
る
｡

武
器
は
前
記
の
よ
う
に
工
官
製
品
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
b
あ
る

が
'
被
服
類
が
服
官
で
つ
-
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
い
ま
の
と
こ
ろ
明

ら
か
b
な
h
o
漢
書
地
理
志
に
陳
留
郡
嚢
畠
と
帝
都
臨
港
に
服
官
の

出
席
漠
郡
八
積
布
十
九
四
八
寸
大
牢
寸
四
千
三
百
廿
給
吏
秩
百

7
人
元
鳳
三
年
正
月
壷
六
月
積
六
月
Eg

葛01ff畠

九〇
･芙

出
河
内
廿
南
島
八
四
三
尺
四
寸
大
牢
寸
直
二
千
九
百
七
十
八
給

要

人
元
鳳
三
年
轟
九
月
積
八
月
少
年
日
華

ノ

n70W
･立

受
六
月
飴
河
内
廿
南
島
正
月
入
五
□
'
二
尺
少
年
直
需
三
千
五

ヽ

十
八

き
九
･(

今

母
飴
河
内
廿
南
島

空
三
･]盲

佳
境
国
元
父
維

7
匹
幅
贋
二
尺
二
寸
重
廿
五
両
直
鎖
六
百

一
十

八
(面
)
口
口
元
(管
)

T
･
x
v
･
a
･
i･
3
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さ
て
衣
服
の
材
料
は
絹
'
麻
'
毛
皮
な
ど
は
藻
簡
中
に
も
あ
ら
わ

れ
'
又
敦
悠
お
よ
び
楼
蘭
か
ら
見
出
さ
れ
て
い
る
が
こ
ゝ
に
僅
意
を

要
す
る
の
は
木
棉

ぺ
c
o
tto
ロ
)
で
あ
る
｡

こ
れ
は
敦
悠
長
城
地
帯
に
於
け
る
ス
タ
イ
ン
第
二
回
の
調
査
の
際
､

か
な
り
木
棉
と
お
ぼ
し
い
布
片
を
採
集
し
て
お
り
'
そ
の
1
片

(T
,

X
X
X
V
i･a
･
002)
は
ハ
ナ
ウ
セ
ク
博
士

(
D
r･
H

aづauSek)
に
よ
ノヽ4

っ
て
分
析
の
結
果
木
棉
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
P等

楼

蘭
で
は
ス
タ
イ
ン
第
二
回
探
橡
の
際
L
･
A
お
よ
び
L
･
B
出
土
品

に
木
柏
の
あ
る
こ
と
が
分
析
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
｡
こ
れ
は
西
育
代

の
も
の
で
あ
る
｡
第
三
回
探
険
で
は
楼
蘭
L
･
C
の
漠
墓
畿
堀
の
絹

織
物
と
と
も
に
か
な
り
の
木
棉
製
品
が
聾
掘
さ
れ
た
.
こ
れ
は
他
d

t■HuLO

出
土
遺
物
か
ら
み
て
ほ
ゞ
後
漠
代
に
あ
て
ら
れ
よ
う
6
こ
の
回
'
′ス

.｢■Hu
61

ク
イ
ン
牡
教
壇
長
城
地
直
で
も
木
棉
衣
片
を
木
簡
と
と
も
に
採
集
し

て
い
る
｡
後
漢
書
西
南
夷
停
真
率
夷
の
保
に
'

土
地
沃
芙
'
宜
五
穀
憲
桑
'
知
染
釆
文
繍
'
嗣
就
烏
盛
蘭
干
細
一

布
'
織
成
文
章
'
如
綾
錦
'
有
梧
桐
木
華
'
績
以
璃
布
'
幅
贋
.

五
尺
'
潔
白
不
受
垢
汗
'
以
覆
亡
八
'
然
後
服
之
｡
.

と
み
え
'
こ
れ
を
藤
田
豊
八
博
士
は
畠
塵
'
白
星
'
白
株
の
音
通
と

【■ーnur"H_

L
､
木
楠
に
比
定
せ
ら
れ
た
｡
ま
た
後
漢
書
蛸
五
馬
援
侍
に
馬
嬢
が

一,A

未
だ
世
鼠
に
つ
か
え
す
'
涼
州
に
あ
っ
た
時
'
随
意
の
た
め
に
葛
に

帝
を
稗
し
て
い
た
公
孫
連
に
使
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
｡
公
孫
連
は
馬

漢
の
た
め
に
都
布
畢
衣
を
制
し
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
｡
藤
田
博

士
は
こ
れ
を
木
棉
と
し
て
解
樺
せ
ら
れ
た
｡
た
ゞ
博
士
が
綿
お
よ
び

綿
織
物
が
中
国
に
入
っ
た
の
は
共
和
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
で
あ
る
と
い

う
ヒ
ル
ト
L(F
.
H
irth
)
の
詮
を
批
評
し
て

｢
今
俸
う
る
史
料
か
ら

い
え
ば
西
域
の
産
物
と
し
て
知
ら
れ
た
の
よ
-
は
南
方
の
産
物
と
し

て
知
ら
れ
た
の
が
早
い
｡

す
な
わ
ち
吊
畳

若
く
は
自
暴
が
後
漠
明

帝
の
頃
に
裏
年
夷
の
産
物
と
し
て
漢
人
に
知
ら
れ
'

輿
の
孫
権
の

暗
譜
簿

(Java)
の
産
物
と
し
て
異
人
に
知
ら
れ
た
の
は
文
帝
の
時

【■HJ
81

西
域
の
産
物
と
し
て
魂
人
に
知
ら
れ
た
の
よ
り
も
更
に
古
い
｣
と
せ

ら
れ
て
い
る
.
敦
蛙
'
お
よ
び
楼
蘭
の
ス
タ
イ
ン
の
記
述
を
正
し
い

と
す
れ
ば
漢
代
に
す
で
に
西
北
適
境
で
は
木
棉
製
品
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
'
将
来
更
に
検
査
逐
要
す
る
の
で
あ
る
｡

衣
服
の
外
'
服
飾
具
と
み
る
べ
き
資
料
は
す
く
な
い
.
た
ゞ

朕
比

1
具

空
･710

と
い
う
居
延
簡
が
あ
る
O
院
は
師
に
ち
か
-

｢師
比

7
具
｣

と
よ
む

べ
き

b
は
な
い
か
と
お
も
う
｡
薬
代
に
帝
鈎
を
犀
耽
'
鮮
卑
'
師
比

と
よ
ん
だ
こ
JJ
J
は
､
藻
書
旬
奴
偉
お
よ
び
そ
の
額
師
古
漁
､
月
戦
陶

76
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EiiZ>i)

策
』

避
寛

な

ど
に
み
え
､
江

上
波
夫
教
授

の
考
語
も
あ

る
t

と

セ

■･▲

あ

る
か
ら
'

こ

1
で
は
敦
蛙
長
城
地
帯

に
お

い
て

ス
タ
イ

ン
が

(
T
.

xviii,00)
)

ま
た

ス
タ
イ

ン
や
黄
文
弼
氏

が
楼
蘭

で
数
個

の

帯

釣

､れリ
02

を
採
集

し
て
い
る
こ
.と
を
附
記
す

る
に
と

ゞ
め

る
｡

た

ゞ
し
こ
の
帯

鈎

は

一
般
兵
士

の
使
用
品

で
あ

っ
た
か
ど
う

か
は
疑
問

が
あ

る
｡

社
用
秦
は

｢
ふ
-
ろ
｣
で
あ
る
｡
｢
説
文
｣
に

｢嚢
'
真
也
｣
と
あ
る
｡
黄
文

研

｢
羅
布
浄
財
攻
古
記
｣.
囲
版
二
二
14
に
腕
の

｢
ふ
-
ろ
｣
を
の
せ
て

い
る
｡
某
氏
収
よ
れ
ば
'
寛
四
六

･
五
糎
'
高
三

1
･
〇
糎
､
藻
簡
と

と
も
に
盲
爆
健
中
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
｡

佃
王
観
推

｢胡
販
考
｣
(
親
堂
集
林
第
二
十
二
)

原
田
淑
人
博
士
も
急
就
解
袴
の
顛
師
吉
江
に
よ
っ
て
袴
を
短
身
な
衣
で

あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

同
博
士

｢漠
大
朝
の
服
飾
｣
(東
洋
文
庫
論
叢
第
二
十
三
昭
和
十
二
年
)

7
二
〇
貢
｡

㈱
森
惨

･
内
藤
寛

｢
曹
城
子
｣
前
牧
城
輝
附
近
の
漠
代
壁
意
噂
基

(東
方

考
古
畢
叢
刊
第
四
筋

昭
和
九
年
)
囲
版
第
四

〇
､
四

一
｡

｣

㈲
原
田
淑
人
博
士

『
湊
魂
大
朝

の
服
飾
』
囲
版

二
二
｡

㈲

C
a
mi

)ta
T
rev
e
r
…E
x
c
a
v
a
tio

nsin
N
or
th
ern
M
o
n
g
o
lia
()924

･I
L925)､M
e
m
oirs
o
f
th
e
A
cadem
y
o
f
H
is
to
ry
o
f
M
a
terial

_

Cu
lture
lll､
L
en
in
grad
.
)932.
22-
2

㈲

黄
文
弼

｢
羅
布
捧
爾
故
古
記
｣
囲

版
ニ

1
7
｡

弼

郡
液
剤
貞
博
士
｢
唐
天
賓
時
代
の
河
西
道
連
防
軍
に
潮
す
る
顧
済
史
料
｣

(京
都
大
単
文
畢
部
廟
究
紀
要

昭
和
二
十
七
年
)

二

二
頁
｡

㈱
加
藤
繋
博
士

『
支
那
経
済
史
概
説
』
五
八
貫
｡

佃

A

.

Ste
in
;
Serin
d
ia
P
I
L
IV

A
.
S
te
ih
;
In
n
er.m
ost
A
Sia
P
t
.

X
L
V
Z

冊

A

.

S
te
in
;
S
er
in

dia.P
】
X
X
X
V
iZ

た
ゞ
し
こ
の
出
土
地
は

L
,A
.
vi.ii,
L
,
B
,
iv
.
ii
で
あ
っ
て
'

西

晋
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

｡

A
/
S
te
in
;
In
n
erm
o
st
A

s
i
a
.
P

t.
L
X
X
X
V
lZZ.
L
.H
.
04.
Steirl

は
こ
の
基
を

L
.
C
.
と
同
時
期
と
考
え
て
い
る
｡
こ
れ
は
毛
織
で
あ
る
｡

㈹

喪
文
弼

｢
羅
布
浄
財
故
古
記
｣
圃
版
二
〇
｡

拘

A
.

Stein
;
In
n
e
r
m
o
s
t
As

ia.V
o1
.

).rT
ex
t
p
.
232

的

南
陽
工
官
は
前
漢
書
地
理
志
に
み
え
る
｡

C
havannes
の
よ
ん
だ
寺

工
は
考
工
の
あ
や
ま
-
か
､
漢
書
宵
宮
表
に
よ
れ
ば
宮
中
の
諸
器
具
を

製
造
す
る
た
め
少
府
に
考
工
蕪

･
東
園
匠

･
借
方
の
三
官
を
お
い
た
｡

武
帝
の
太
初
元
年
考
工
事
は
単
に
考
工
と
改
め
ら
れ
た
｡

加
藤
紫
博
士

｢
薬
代
に
於
け
る
観
家
財
政
と
帝
毒
財
政
と
の
直
別
並
に

帝
室
財
政

一
般
｣
(
東
洋
串
報
八
ノ

1
･
九

･
7
二

7､
『
支
那
経
済
史

考
誇
』
上
所
収
)

い
是

物
製
作
の
個
所
を
腎

か
掌

る
た
め
前
漂

kT
k
,け
る
富

工
業

(
エ
官
､
鎖
骨
'
服
官
)
の
表
を
次
貢
に
か
ゝ
げ
る
｡

伽

A
.
Stein
;
Ser
in
d
ia
,
V
o
l,
ⅠⅠ,
T

ex
t
p
･
72
)
こ
ゝ

か
ら
は

｢
赤

鼻
至
迭
｣
と
か
ゝ
れ
た
紋
.の
文
書
が

出
て
√い
る
｡

Chavan
n
es
ibid
,

p
.
-
∽
1
こ
の

co什toロ
が
い
か
な
る
頑
を
き
す
か
は

'
粁
衆
の
検
査
に

ま
ち
た
い
｡

掴

A

･

Ste
in
;
In
n
e
l
m
OSt
As

ia
,
V
o
l･
l､
T
e
札
t
p
･

232

- 77_
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註

佃参
照

園 (山 東 省 草 堂 山 霊 像 石 室)

葬三表 前薬代における官替工業

(湊番地瑠‥志などによる)

那

官

官

(詣

詣

)
一

服

官

育
L
･
C
･
i･
0
6

p
o
r
tio

n
o
f

p

a
d
d
e
d
c
o
tton
g
a
r

m
en
t

(
P
t
.

X
L
II)
,

L
.
C
.
i.
O
I
L
.
F

r
.
o
f

c
o
tt
o
n
d
a
m
as
k

(
P
t
.
X

L
Z
I
.

L

X
X
X

V

II)

㈹
A.Ste
in

;
ln
n
e
r
m
o
s
t
A
s
ia
.

St
ein
が
確
箕
に

c
otton
と
し
る
す
も
の
は

T
.
X
L
t
.
f
.
2

8

F
r
.
o
f
c
otton
c
an
v
as
(

p
.
4
2
0
)

お
よ
び

T
.
X
L
IIl,
h
.
0

7

F
r
･
o
f

p
lain
c
loth.cott
o
n

(
p
.
4
2
3
)

で
あ
る
｡
前
者

の
出

た
遺
構
を
湛
式

の
t
o
w

er
と
考

え
て

お
-
'

綿
製

品
や
木
簡
､

貨
泉

が
見
出
さ
れ
'
後
者

の
遮
麟
か
ら
も
六
十
以
上
の
木
簡

が
み



ら
れ
'
中

に紀
元
前
三
九
年
お
よ
び
'
紀
元
後

一
三
年
の
年
輩
を

有
す
る
も
の
が
あ
る
｡

m

藤
田
豊
八
博
士

｢
棉
花
綿
布
に
関
す
る
古
代
支
那
人
の
知
識
｣
(
東

西
交
渉
史
研
究
所
収
)
0

間

的

藤
田
博
士
前
書
五
四
五
貢
｡

細

江
上
肢
夫

｢
径
路
刀
と
師
比
｣

(
ユ
ー
ラ
シ
ア
古
代
北
方
文
化
所

収
)

一
四
九
貢
｡

哉

鋤

A
･

Stein
;
Se
r
in
d
ia

,
P
t.
L
I
I
I
.
T
.
X
V
II
I
,
0
0
1

轡
鈎
と

し
て
は
か
わ
つ
た
形
式
の
も
の
で
あ
る
｡

こ
ゝ

か
ら
は

｢
甘
露

二

年

(
B
･
C
･
5
2
)
騎
士
-
-
｣
と
あ
る
木
簡
が
出
て
い
る
.

第 二 園

榛
蘭
か
ら
は

L
･
A
･
0
0

177
･

d
.
(Serind
i
a
.
P

l
.

X

X

r
X

)
～

C
･
C
i･
0
5

(
In
n
erm
os
t
A
s
ia
.

P
l.
X
X
I
I
I
)

及
び
黄
文
弼
前

著
固
版
九
の
44

･
45
･
46
｡

四

以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
我
々
の
と
-
あ
つ
か
っ
た
の
は

連
境
兵
士
の
被
服
'
こ
と
に
河
南

･
山
東
を
申
心
と
す
る
郡

固
出
身
の
戊
卒
'
田
卒
-
歩
兵
の
被
服
で
あ
る
｡
か
れ
ら
は

襲
'
砲
の
上
衣
に
'
袴
を
つ
け
'
経
の
上
に
履
を
は
い
た
｡

こ
の
衣
と
袴
は
も
っ
と
も
行
動
に
便
な
日
常

7
般
の
服
装
で

あ
っ
た
｡

漠
族
の
衣
服
は
も
と
′
～

上
衣
下
裳
で
あ
っ
た
と
い
う
｡

79
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王
国
経
は
蓋
苗
之
裳
衣
本
来
串
之
服
'
至
易
革
而
騎
則
端
衣
之
聯
諸
幅
馬

装
着
'
輿
深
衣
之
連
衣
裳
面
長
且
被
土
着
､
皆
不
便
於
事
､
避

武
重
王
之
易
胡
服
'
本
薦
習
騎
射
計
則
其
服
上
摺
下
袴
之
服
t
､

可
知
此
可
由
事
理
推
之
也
｡

.1ruHリ

と
の
べ
'
裳
表
は
も
と
-

粟
革
の
服
で
袴
相
は
騎
射
に
健
で
あ
る
｡

つ
ま
-
袴
相
の
制
は
胡
服
に
よ
か
も
の
と
説
明
し
七

い
る
｡
前
漠
で

は
漢
書
景
十
三
王
侍
に

贋
陵
王
去
殿
｡:有
威
慶
喜
短
衣
大
跨
長
剣
去
好
之
作
七
尺
五
寸

被
服
常
数
鳶
｡

ま
た
武
五
子
侍
に

故
昌
邑
王
衣
短
衣
大
袴
皆
冠
憲
史
冠
｡

と
み
え
る
｡
武
人
に
短
衣
大
袴
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
袴
を
は

く
の
は
胡
服
に
よ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
'
短
衣
は
漢
書
叔
孫

通
侍
に通
降
漠
王
'
通
儒
服
'
漠
王
博
之
'
廼
奨
其
服
'
服
短
衣
楚
製
'

漠
玉
音
｡

と
あ
-
'
楚
制
に
従
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
･0

い
ず
れ
に
も
せ
よ
上
衣
下
裳
の
深
衣
は
漠
朝
の
正
服
で
あ
っ
た
.

漠
代
官
廷
機
構
の
確
立
と
絹
織
物
の
S
.ち
じ
る
し
い
襲
達
は
服
飾
を

き
は
め
て
紫
蹄
に
L
t
後
漢
書
以
降
に
は
こ
の
た
め
特
に
輿
服
志
を

設
け
る
に
至
っ
て
い
る
｡
し
か
し
我
々
が
湊
簡
で
み
る
よ
う
に
一
般

の
兵
卒
は
襲
と
袴
を
は
く

後
に
い
う
袴
相
の
制
に
腔
か
な
ら
な
か

っ
た
｡
こ
れ
は
あ
そ
irtく
中
原
内
部
で
も
同
様

bあ
り
,
払
き
つ
で

FJ2

き
後
漠
以
降
も
用
い
ら
れ
た
｡
山
束
省
孝
堂
山
喜
像
石
や
営
城
子
壁

童
に
み
え
る
兵
士
の
園
は
ま
さ
に
袴
糟
と
い
え
よ
う
.
孝
堂
山
喜
像

石

(第
三
固
)
に
み
る
よ
う
に
'
こ
の
服
装
は
騎
馬
の
兵
士
の
み
な
~ヽノ

ら
ず
'
歩
兵
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
叉

一
般
庶
民
の
作
業
の
ガ
で

あ
っ
た
七
と
が
わ
か
る
｡
王
国
椎
は
こ
れ
を
す
べ
て
胡
服
の
影
響
と

と
い
て
い
る
が
'
少
く
も
胡
服
に
似

てい
る
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
.

む
し
ろ
胡
服
に
似
た
作
美
に
便
利
な
襲
袴

-1
袴
袴
が
前
後
湊
を
通
じ

て
1
燈
庶
民
､
兵
卒
の
間
に
通
行
し
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
｡

魂
京
雀
淡
侍
に
太
敵
が
井
州
を
征
し
た
時
淡
を
世
子
女
帝
の
侍
と
し

た
.
女
帝
が
田
機
に
出
て
服
を
か
え
,
騒
来
し
よ
う
と
し
た
時
,
淡

一

は
裸
に

｢
虞
族
之
購
服
｣

を
き
る
こ
と
を
い
さ
め
た
と
記
し
て
い
る
｡
､

つ
ま
り
乗
馬
に
も
用
う
る
袴
相
の
制
が

7
般
兵
卒
の
き
る
服
b
あ
っ

た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
｡
か
-
て
漠
簡
に
い
う
艶
袴
は
袴
相
の
党

森
と
み
と
め
て
差
支
え
あ
る
ま
S
と
息
も
わ
れ
る
O

-80-
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証仙

王
閥
維

r
朝
敵
考
｣
(
親
堂
集
林
所
収
)
a

㈲
E
･

C
h
avannes
;

M
issio
n
archかotogi
que
dans
la
Ch
i
ne

s
e
p
te
n
tr
io
n
al
e
,
P
ia
n
ch
e
s
,

･P
I
X
X
V

ltⅠ,
P
a

ris.
)
9
0
9

㈱
関
野
貞

｢
支
部
山
東
省
に
於
け
る
薬
代
墳
墓
表

飾
附
圏
｣
第
首
五
十
四

囲

東
京
帝
室
博
物
館
蔵
書
像
石
第
三
石
｡

*
､
*

*

*

本
稿
を
要
約
す
る
と
､

糾居
延
漠
簡
に
み
え
る
田
卒
'
戊
卒
の
被
簿
が
'

7
定
の
書
式
を

も
っ
て
い
る
.0
1
-
16
ま
で
の
木
簡
は
始
元
二
年

届
.C
.
8
5)
ご
ろ

の
も
の
に
あ
て
る
可
能
性
が
あ
る
｡
そ
う
す
る
と
紳
寧
冗
年

Q
.C
.

6))
の
避
充
図
の
屯
田
之
計
以
前
に
准
陽
郡
等
出
身
の
田
卒
が
居
延

に
屯
田
を
開
始
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡

潮
田
卒

･
戊
卒
な
ど
兵
卒
の
被
服
は
官
給
晶
で
あ
っ
て
､
襲
'
砲
'

畢
衣
'
繕
'
締
'
屡
な
ど
の
1･組
が
あ
る
｡
履
は
敦
蛙
'
楼
蘭
よ
り

質
物
が
見
出
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
他
は
質
物
を
以
て
明
示
す
る
段

階
で
な
い
.
『
詮
文
』
『
樺
名
』
な
ど
を
ひ
い
て
く
だ
く
だ
し
く
説
明

し
た
が
'
い
ま

7
つ
賓
体
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と
を
白
状
せ
ざ
る

●

を
得
な
い
.
兵
器
'
器
物
の
申
灯
は
中
原
の
工
官
な
ど
よ
り
を
く
ら

れ
た
も
の
が
あ
ゎ
'
叉
布
烏
の
中
に

｢
贋
漠
郡
Lr
河
内
郡
j
の
地
名

を
有
る
も
の
が
あ
る
b
被
服
の
材
粋
は
大
部
分
が
麻
で

綿
や
皮
も

用
い
ら
れ
た
が
､
榛
蘭
や
敦
煙
に
ス
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
木
綿
製
晶
が

知
ら
れ
て
い
る
の
で
､
今
後
更
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
｡

槻

漠
簡
中
に
み
え
る
襲
緒
は
後
に
い
う
跨
相
の
制
と
同
じ
も
の
eJ

あ
ろ
う
｡
王
国
経
は
胡
服
の
影
響
を
と
く
が
'
胡
服
に
よ
く
似
た
襲

袷
-
袴
袴
が
漠
代
を
通
じ

7
般
兵
卒
騎
士
の
み
な
ら
す
歩
兵
を
ふ
-

め
て
通
行
し
た
こ
と
.
こ
れ
は
れ
き
つ

きゞ
三
国
以
降
に
も
及
ん
･だ

て
と
は
雀
攻
の
.こ
と
ば
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
.
六
朝
に
入
っ
て
'

漠
の
鰻
服
の
権
威
が
す
た
れ
'
上
層
部
に
も
次
第
に
活
動
的
な
袴
相

の
制
が
採
用
せ
ら
れ
た
｡
北
族
と
の
交
渉
も
あ
っ
て
ひ
ろ
-
普
及
し

た
こ
と
は
王
国
推
氏
の
と
-
如
き
で
あ
っ
た
ろ
う
｡

*

.

*

*

*

以
上
が
居
薙
漠
簡
垂
理
中
に
お
け
る
あ
が
ノ
ー
ト
で
あ
る
.

附
記

本
稿
は
昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
科
畢
研
究
費
に
漣
る
.
F
カ
ラ
ホ
ト

附
近
出
土
漠
代
文
番
の
整
理
並
に
そ
れ
に
よ
る
漠
代
打

の
綜
合
的
研

究
』
(
森
島
三
教
授
摘
草
)
の

1
部
と
し
て
､

昭
和
二
十
七
年

7
月

京
都
大
畢
人
文
科
畢
研
究
所
に
お
け
る
研
究
費
表
に
手
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
｡
(
昭
和
二
十
八
年

一
月
)
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On the Soldier's Clothing in the Han Frontiers

Takashi Okazaki" ,

The auther examines what is told on the soldier"s clothing in Lao

Kan's edition of the Etsin-gol MSS. in the light of the archaeological



objects brought forth by the same expedition as well as those found

by Sir Aurel Stein at Tun-huang and by Huang Wen-pi at Lou-Ian.

The resgisters of colonist soldiers and ordinary ~oldiers who were

entitled to the clothing of government supply seem to be dated 85 B.C.,

suggeting that colonization by soldiers of Haui-yang OftJJJi) and other'

origins in the Etsin-gol region had begun before 61 B.C., when Chao

eh'ung-kuo (jm7E~n submitted to the throne a project of -colonization

by soldiers. The registers tell us that they came mostly from Ho-nan

and Shan-tung. The soldier's clothing, which consists of hsi (~), pao

(#2), tan-i (-&t7.x), k'u (*~), mo (iM~), Ii (ni), etc., was supplied by the

government. Qf those melhioned above, hsi, k'u, mo and Ii mean coat,

trousers1 socks avd footgear. The Ii were discovered at Tun-huang

<:$!zfdfi) and Lou-Ian (~~). There are some MSS. which tell the districts

of origin of cloth, to wit, Kuang-han (lJi~) and Ho-nei (j1iJf'g) provinces.

The material was largely linen and to some· extent silk and .leather.

Sir Aurel Stein discovered pieces of cotton cloth at Tun-huang and Lou-.

Ian. Probably the hsi and k'u became the later k'u and hsi, which

resemble the· clothing of the northern Asiatic nomad, and they were in

the Han period in use as clothings not only of mounted soldiers but of

the infantrymen and the common people, and as the result of the

.contact with the morthern nomads in the Six Dynasties this system of

clothing spread among the populace as al,ready pointed out by Wang

Kuo-wei (.=E~*i).
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